
 

平成３０年度第２回安城市地域ケア推進会議及び安城市医療・介護・福祉ネットワーク協議会 

                     

  日時 平成３０年５月１７日（木） 

午後１時３０分～午後３時 

                   場所 社会福祉会館 ３階 会議室 

 

１ 会長あいさつ 

今回は在宅医療ガイドブックの名称を決めます。ご意見をお願いします。 

 

２ 議題    

（１）（仮称）在宅医療ガイドブックについて（資料１） 

事務局）・タイトルの決定をお願いしたい。 

     ・１月の素案からの修正点 

① Ｐ４～５、見出しを在宅療養生活を支える医療と介護とした。 

② サルビー見守りネットの紹介を追加 

③ Ｐ８表題の変更 

④ Ｐ９原稿の修正を病院に依頼している 

⑤ Ｐ１０副題を「赤ちゃんの看護から看取りまでに」変更 

⑥ Ｐ１０訪問看護でできることについては社協だよりに載せたレイアウトに変更 

⑦ Ｐ１２薬剤師会の意見を反映した 

⑧ Ｐ１４を新たに追加 

⑨ Ｐ１９意見を頂いていたが、著作権の問題があり載せず、厚労省のガイドライ

ンの内容を記載（参考資料１－２） 

※ 意見は６月の推進会議までに事務局までお願いします。 

【意見】 

・地域支援部会）イメージがいまいちわかないが従来通りに出来上がれば良い。 

・住まい部会）かかりつけ医イコール在宅医療ではないので、記載内容を変更した方がよ 

いのでは。（Ｐ８）。 

・会長）現在安城市の診療所で在宅医療を行っているのは全体の四分の一。表現をまろや

かに。 

・事務局）「かかりつけ医を持ちましょう」に変更してはどうか。 

・歯科医師会部会）歯科医師会員７０名中在宅医療をしないのは３軒。歯科医はかかりつ

け医が責任を持って動くことになっている。歯科医師会では、かかりつけ医＝在宅医療

担当医でよい。 

・ケアマネット部会）「かかりつけ医に在宅医療を相談しましょう」はどうか。 

・事務局）在宅医療サポートセンターと相談する。 

・会長）Ｐ８訪問診療の回数について。平成３０年度から訪問回数が月１回でも訪問診療

管理料が取れるようにシフトしているので「月１～２回」としてほしい。 



 

・事務局）修正する。 

・歯科医師会部会）データ化し、ホームページ等に載せる予定はあるのか 

・事務局）ＰＤＦを市のホームページに掲載する。リンクできるようにする。 

 

会長）タイトルを挙手で決定したい。 

 ①在宅医療サポートブック・・・２人 

②在宅医療ガイドブック～このまちでいつまでも～・・・１５人⇒決定 

③在宅医療ガイドブック～自分らしい最期の選択～・・・２人 

④在宅医療ガイドブック～住み慣れた自宅で自分らしい医療を～・・・１０人 

 

（２）保健福祉部会からの提案事項（自動消火器の給付対象者の拡大について）（資料２） 

担当者）資料２のとおり説明。 

高齢福祉係長）自動消火器とは、キッチンの上に取り付け温度を感知し下向きに薬剤を噴

射する小型の消火器。高齢者福祉サービスの一つ。給付拡大の最終判断は安城市がする。 

【意見】 

・デイネット部会）自動消火器設置とＩＨへの切り替えを比較した場合、どちらが有効か。 

・高齢福祉係長）１５年程前まではＩＨ調理器を給付していた。給付廃止になった理由とし

て、ガスから電気への変更や調理道具の変更は高齢者の生活の仕方を変えることになるの

で良くないと考えたからではないかと思われる。 

・地域支援部会）町内会では、家庭用消火器の更新時にスプレータイプの注文が多い。予算

的上の問題があるのならスプレータイプを勧めるとかするのも良いのでは。 

・高齢福祉係長）予算が大きな問題であるのでまずは地域の要望である要件の拡大を検討し

たい。市の財政上拡大するならどこかを縮小しなければならないので時間を要する。 

・ケアマネット部会）認知症の世帯と一人暮らし世帯には必要である。 

・会長）給付拡大の検討をお願いしたい。 

 

（３）介護保険制度改正に伴う医療と介護の連携強化に関するお願い（ケアマネット部会）

（資料３） 

ケアマネット部会）資料３のとおり説明。連絡票の書式についての意見を聞きたい。 

【意見】 

・デイネット部会）書式の共有とＩＣＴの活用を。情報収集の運用の仕方を示しておくと事

業所は動きやすい。 

・病院部会）①連絡票について。具体的に何を知りたいか、何について相談に乗って欲しい

のか質問の意図が分かるように書いて欲しい。 

・在宅サポートセンター）この連絡票では診療報酬は取れないが、様式を診療情報提供書に

基づいた様式にすればケアマネージャーに情報提供した場合でも２５０点算定できる。 

→医療機関の協力を得られやすいのではないか。その場合は自己負担が発生するので患者

の同意を得る必要がある。 



 

・ケアマネット部会）書式は安城市で統一する。 

・住まい部会）サルビー見守りネット登録者以外か。 

・ケアマネット部会）ゆくゆくはサルビー見守りネットに繋がれば良い。 

・住まい部会）問題解決には書式の普及か、サルビー見守りネット登録者と登録機関の増加

が有効か。 

・ケアマネット部会）今年度は書式の周知をしたい。 

・デイネット部会）電子媒体なら加算がつくのでＩＣＴの活用を。共有方法もＩＣＴだとな

お良いという方向性にある。。 

・会長）電子連絡帳はセキュリティが確保されているので医療系では診療報酬として認めら

れるが、介護保険では文書で認められているわけではないので、安城市からすぐに許可が

下りるのは難しい。従ってとりあえず今は書式を作ることで良いと思う。 

・在宅医療サポートセンター）書式の開始はいつか。 

・ケアマネット部会）検討を要するのですぐではない。 

・在宅医療サポートセンター）状況を知らない医師からの問い合わせが来た時に答えられる

ようにしておきたい。書類のやり取りだけで、ケアマネが医師と直接顔を合わせないよう

になる事が不安である。 

・ケアマネット部会）医師に直接意見を聞きに伺った方がよいのか、FAX でのやり取りが

よいのかという医師側の意見をいただきたい。各部会の協力をお願いしたい。 

               

（４）サルビー見守りネットの運営について（資料４） 

事務局）根崎町在住の人の主治医が碧南市民病院の医師であるためサルビー見守りネット利

用の依頼があったので了承いただきたい。 

会長）セキュリティの担保を知ることは難しいので市町の訪問看護ネットワークや医療機関

なら医師会に所属している場合は承認している。今回は碧南市民病院なので問題ないと考え

る。 

病院部会）承認時には個人名でなくて施設名だけであったが個人名を公表することに意味は

あるか。 

事務局）特にありません。 

挙手多数により承認された 

 

 

 

連絡事項 

 ・介護保険利用の手引き及び安城市介護・高齢者福祉（WEB版）について 

事務局）今年度から全戸配布しない。表紙のＱＲコードからＷＥＢ版へ。市のトップペー

ジ（パソコン版）からもＷＥＢ版に行ける。 

 

・在宅医療・介護連携推進のための研修会（資料５－２） 



 

① 地域包括ケア市民フォーラム開催時の多目的室の利用について 

事務局）平成３０年９月１日（土）９：００～１６：３０多目的室１，２，３確保。 

 フォーラム待ち時間の有効活用のため利用。内容の案があれば今月中に電話かメールで。 

 

 ②テーマ：自立支援を目的としたリハビリテーションの視点を学ぶ～地域ケア会議に呼ば

れたとき、お役に立てる療法士を目指して～（訪問リハビリネット部会）   

日時：平成３０年６月２２日（金）午後６時から午後７時３０分まで 

場所：八千代病院 大会議室 

講師：都築 晃 氏 

訪問リハネット部会）誤）午後６時から午後７時３０分 

          正）午後７時から午後８時３０分 

保健福祉部会）どのように自立支援型の地域ケア会議をしていくかを一緒に考えるとい

うことで良いか。 

訪問リハネット部会）今回は講演のみだが今後部会同士で協働できたらと考えている。 

 

 ③テーマ：エンドオブライフ・ケア研修会（医師会部会） 

   日時：平成３０年７月７日(土)午後１時３０分から午後６時まで 

   場所：医師会館 ２階 大会議室 

   講師：杉浦 真氏 

   定員：３０名（事前申込制） 

 

病院部会）去年来た人でも良いように内容を少し変えてアドバンスケアプランニングに

焦点を当てる。 

事務局）②③の研修会は本日夕方用紙をＦＡＸするので申し込みを。 

 

〇歯科医師会部会）ポスター（３００枚）とリーフレット（１０００枚）を７０施設に配

布する。 

 

 

 

 

 

次回 平成３０年６月２１日（木）午後１時３０分～２時３０分 社会福祉会館 会議室  

   地域ケア推進会議終了後、認知症初期集中支援チーム検討委員会を開催。 


